
令和６年度 第１号 

≪ 学校だより ≫                    令和６年４月５日（金）発行 

新入生110名を迎え、今年度の北中スタート!！ 
 大きな希望と夢を胸に、瞳を輝かせながら伝統あるこの豊科北中学校へ入学される 110 名の新入生のみな

さん、ご入学おめでとうございます。今年は、暖冬傾向でありながらも、３月になっても朝夕の寒さは大変厳しく、

春の訪れを待ち遠しく感じる冬でした。春休み期間中も、日一日と暖かさが増していく中で、新入生の皆さんは

北中生の一員になることへの期待を大きくふくらませていたのではないでしょうか。私たちも、みなさんが入学さ

れることをずっと楽しみにしていました。みなさんは今日から“北中”の一員です。新しい仲間と友情をはぐくみ、明

るく元気な２・３年生の先輩とも力を合わせ、いつも朗らかな４２名の先生方といっしょに中学校生活の第一歩を

踏み出しましょう。  

～新任職員紹介～ 

 氏 名 職名 教科等 前任校 

１ 小林  晴雄 教 頭 美 術 長野市立東北中学校 

２ 北野章太郎 講 師 国 語 新規採用 

３ 酒井  愛実 教 諭 社 会 新規採用 

４ ジョン･クラダス ALT 英 語 安曇野市立堀金中学校 

５ 中藤  敏明 教 諭 初任研 Co 安曇野市立穂高西中学校(本務校) 

６ 平井 ひとみ 養護教諭  安曇野市立穂高西中学校 

７ 松林   瞳 教 諭 数 学 飯田市立緑ヶ丘中学校 

８ 宮川   香 栄養職員  安曇野市立三郷中学校(南部給食センター) 

９ 宮原  実夢 主 事 事 務 大町市立大町北小学校 

10 渡辺   安 教 諭 美 術 新規採用 

１１ 山﨑  寿子 スクールカウンセラー   

 

 
  

安曇野市立豊科北中学校  

学級担任・学級副担任及び所属学年 

(◎学年主任、○学年副主任 ※網掛け特支担任) 

  １  年 教科 ２  年 教科 ３  年 教科 

１組担任  矢花 陸崇 社  小林 聖矢 社  杉谷 大夢 英 

２組担任 ◎宮澤 真一 技 ◎近藤 佑史 英 ◎野本  学 数 

３組担任 ○吉田 咲子 英  北野 知奈 音  熊谷  憲 国体 

４組担任     ○髙山 雅希 理 ○髙橋 美保 国 

副担任 

 松林  瞳 数  青柳  操 家  菅原  崇 理 

 宮澤 俊一 理  池戸  渉 理  濱野 眞美 国 

 小林 晃英 数  北野章太郎 国  遠藤 和秀 英 

 田尻 恵水 数  渡辺  安 美  酒井 愛実 社 

 池田 真悟 保体  （水野佳代子） 数  （堀内  光） 保体 

 （森口 桂子） 社      （栁澤 文生）   

特別支援 
【れんげ】◎青柳  【あじさい 1】松林   【あじさい 2】池戸  

【あじさい 3】菅原 【あじさい 4】宮澤俊 【あじさい 5】○濱野 

養 護 平井ひとみ 学校医【内科】 楢本 敦彦  

栄養職員 宮川  香 学校医【内科】 河野  純 

栄養教諭 吉田真奈美 学校医【眼科】 宮澤 孝治 

事務主任 宮原 実夢 学校医【耳鼻科】 宮島 逸郎 

司書教諭 池田 慎吾 学校医【歯科】 笠原 明仁 

図書司書 遠藤 美佳 学校医【歯科】 丸山 泰彦 

庁務員 西山  勇 学校薬剤師 山崎 理恵 

役職・担当 氏 名 教科 

校長 臼井 宏之 数 

教頭・ＣＳ担当 小林 晴雄 美 

教務主任 安田 忠久 保体 

不登校支援Ｃｏ 宮澤 真一 技 

研究主任 菅原  崇 理 

生徒指導主事 熊谷  憲 国体 

進路指導主事 遠藤 和秀 英 

ＰＴＡ担当 小林 晃英 数 

特別支援教育Ｃｏ 青柳  操 家 

保健主事 濱野 眞美 国 

スクールカウンセラー(SC) 山﨑 寿子  

スクールカウンセラー(ＳＣ)担当 平井ひとみ 養 

不登校生徒支援 水野佳代子 数 

市特別支援教育支援員 森口 桂子 社 

市学力向上指導員 堀内  光 保体 

市自立支援員 栁澤 文生  

ＡＬＴ ジョン･クラダス 英 

教員業務支援員 濱  恭子  



一学期始業式・学校長の話(一部略)     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

   

北中は今年度も引き続き「つながり愛」を重点目標とし、○みんなが学べる学び合いの授業、○支え

合い仲間とつながり合う活動、○夢や目標に向けて高め合う活動を大切にした学校をめざしていきます。

353名の生徒と 42名の先生たち、そして地域、保護者のみなさんと共に前進していきます。学校だより

のタイトルも引き続き「つながり愛」とします。少しでも親しみを持って目を通して頂ければ幸いです。 

「令和６年度グランドデザイン」を別紙にて配布しました。今年度の学校運営の方針を示したもので

すので、ご覧下さい。 

 

 

 

 （文責 教頭 小林 晴雄） 

左の QR コードは、豊科北中学校のホームページにつながります。学校生
活の様子などを掲載しています。ぜひ、アクセスしてご活用ください。 

全校の皆さん、おはようございます。本日より、110 名の新入生を迎え、それぞれ進級した 128 名の２年

生、115名の３年生と、合わせて全校生徒 353名で、令和６年度が始まります。 

３年生の皆さんは、いよいよ最高学年です。北中の顔となり、下級生をリードし、学校全体をひっぱっていく

学年です。２年生の皆さんは、今日から後輩ができて、先輩と呼ばれます。北中の柱となって三年生を支える

とともに、一年生の見本となって活躍する学年です。今日から、その自覚をしっかりと持って学校生活を送っ

てほしいと思います。今日は令和６年度のスタートとなる日ですので、皆さんに大切にしてほしいことをお話し

ます。 

「学び合い」について 

今年度も４人グループでの学び合いの授業を全教科で行います。「学び合い」はひとりでは出来ません。同

じ教室で一緒に学ぶ仲間がいるからできるのです。一時間一時間の授業を大切にし、学ぶことの楽しさ、探

究することの楽しさを味わいつつ、学力をつけていって欲しいと思います。 

「支え合い」について 

「みんながいて、自分がいる」と感じられる場所が学校です。クラスや学年、生徒会、部活動を通して、仲間と

支え合い、仲間とつながり合う活動がたくさんあります。人は自分一人の力では生きていくことはできませ

ん。人を思いやり、お互いに支え合うことで、生きていくことができ、皆が成長できると思います。常に周りへの

感謝の気持ちを持って生活して欲しいと思います 

「高め合い」について 

「職業講話」や「職場体験学習」を通して、自分の生き方や将来について考えるとともに、学校生活でのいろ

いろな活動を通して、お互いによりよいもの、より高い目標を目指して、切磋琢磨しあい、皆さん一人ひとりの

人間力を高めていってほしいと思います。 

さて、本校の学校教育目標について少しお話をします。昭和 50年（1975年）10月、講演に来校された

東井義雄先生からの手紙に「生徒さんが膝をついて黙々と床を磨いておられる学校の雰囲気。一度や二度

集中して磨いても、あのツヤはでません。長い間の誠意の累積の光があれですね。本物は続く。続けると本

物になる。いい生徒さんですね。」という言葉が書かれていたそうです。それを読んだ生徒さんや先生方が感

銘を受け、生徒会や職員会で何度も話し合って決まったそうです。 また、東井先生は「自分は自分の主人公 

世界でたったひとつの自分をつくっていく責任者」という言葉も残されています。皆さんの生活記録の表紙

にも書かれている言葉です。 

私は「一人ひとりが、自分という物語の作者であり主人公」「みなさん一人ひとりには無限の可能性があ

る」「希望に満ちた素敵な人生を歩んでいって欲しい」 という思いが込められていると思います。 

今日から令和６年度が始まります。一日一日を大切にし、充実した学校生活にしていきましょう。皆さんの

これからの成長をとても楽しみにしています。 


